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0...横瀬では 勝浦中央商庖街水銀灯 2周年

記念祭が行われた。 夕方から夜にかけての阿

手E 波踊り，花火大会の催しにおおにぎわい 。 激

B しいホよし この H ばセしにのリ、ベテランゃ

，含� っこ 述 . よあかし速を中心に早くも本番そこ
~ 
~ の け の 乱 舞絵巻が繰り広げられた 。� 

0 ・・・水銀灯から水銀灯へとアミの自のように

8 張りめくらされた万国旗がとてもあざやか。� 

C 6月 4 日の集中豪雨.台風 8号の影響による

大被害もまるで悪夢のようであった 。� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
本番そこのけの乱舞
水銀灯二周年記念祭でおおにぎわい

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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勝
浦
町
議
会
六
月
定
例
会
が
六
月
二
十

一
日
か
ら
六
月
二
十
七
日
ま
で
聞

か
れ
、
四
十
九
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
八
議
案
を
可
決
。
請
願
陳
情

計
四
件
を
処
理
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
定
例
会
に
お
い
て
各
常
任
委
員
が
改

選
さ
れ
ま
し
た
。
お
も
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

横
瀬
小
学
校
が
改
築

の
多
年
の
願
い
で
あ
っ
た
償
瀬
小
学

本
年
度
施
行
額
一
億
四
千
万
円

校
改
築
工
事 

(鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

三
階
建
、
延
面
相
二
、
七
二
六
平
方

〔

一
般
会
計
補
正
予
算
〕
今
回
の
補

灯
、
総
工
費
二
億
三
千
八
百
万
円
)

正
で

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
歳
入

と
し
て
、
本
年
度
施
行
額

一
四
七
、 

〔
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援

坂
口
貞
雄
識
員

護
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
の

制
定
)
こ
の
条
例
は
、

国
の
法
律
の

規
定
に
基
づ
き
、
暴
風
、
豪
雨
等
の

自
然
災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
町
民
の

逃
秩
に
対
す
る
災
害
弔
慰
金
の
支
給

な
ら
び
に
自
然
災
害
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
世
帯
の
世
幣
主
に
対
す
る
災

害
援
護
資
金
の
貸
付
け
を
行
う
も
の

で
す
。

・
教
育
施
設
の
充
実
と
町
財
政
に

つ
い
て

-
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

若
木
筆
識
員

-
町
道
と
農
道
の
判
定
に

つ
い
て

・
林
道
開
設
に
係
る
事
業
主
体
に


つ
い
て


-
婆
羅
尾
林
道
の
進
捗
に
つ
い
て


平
忠
醜
員


-
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て


-
工
業
導
入
法
に
関
す
る
道
路
建

いで
誠
一
質
鳴
が

設
に
つ
い
て 

0
0
0
千
円
が
決
定
し
ま
し
た
。

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
五
九
、
七 

五
千

O

円
と
な
り
、
新
し
く
横
瀬
校
区
住
民 

お
も
な
内
容
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。 

(
各
常
任
委
員
の
改
選

〕 

佐
藤
寿
治
識
員

-
町
長
の
次
期
間
長
選
出
馬
に
つ

V
総
務
常
任
委
員
会

い
て 

マ
委
員
長

・
滝
口
良

一
一 
副
委
員

-
横
小
改
築
に
伴
う
坂
小
の
将
来

v

中
西
晴
美
識
員

多年の願いであった横瀬小学校が、� 49年度-50年度にかけて鉄筋
コンクリート� 3階建に改築されます。

企
画
に
つ
い
て

-
議
員
の

一
般
質
問
に
対
す
る
理

事
者
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て 

V
厚
生
常
任
委
員
会

長

・
坂
口
貞
雄
マ
委
員
・
味
問
喜
久

雄

・
坪
内
正
太
郎
・
岡
本
照
男

・
岡

敬
二 

ジ
ュ
ー
ス
工
場
の
公
害

マ
委
員
長
・
平
阿
武
マ
副
委
員
長

・

-
一
方 
J

問
題
等
に
つ
い
て 

山
路
保
義
マ
委
員

・
佐
藤
寿
治

・
大

井
儀
・
若
木
鋒

・
平
忠 

・
公
害
対
策
に
つ
い
て 

V
産
機
建
設
常
任
委
員
会
お
よ
び
勝

-
下
水
、
排
水
問
題
に
つ
い
て

平
阿
武
識
員

-
道
路
問
題
に
つ
い
て

・
住
宅
問
題
に
つ
い
て

浦
川
総
合
開
発
特
別
委
員
会

マ
委
員
長

・
西
浜
勝
己
マ
副
委
員

長

・
小
関
武
夫
マ
委
員

・
山
本
圭

一-

中
西
晴
美

・
高
橋
肇

・
古
井
治

な
お
、
同
和
対
策
特
別
委
員
長
に

坂
口
貞
雄
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

・
公
害
対
策
に
つ
い
て 

V
西
浜
勝
己
識
員

-
次
期
町
長
選
出
馬
に

つ
い
て 

-
下
排
水
と
公
害
対
策
に
つ
い
て

・
河
川
の
は
ん
波
と
そ
の
災
害
対

策
に
つ
い
て

議
会
事
務
局

V

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
議会だより
6月定例議会
一般会計に2億５０００万円を追加
横瀬小学校改築費など
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農
業
者
年
金
が
み
な
さ
ん
の
長
い

間
の
熱
望
に
よ
り
、
老
後
の
生
活
の

安
定
と
農
業
経
営
近
代
化
を
図
る
た

め
、
創
設
さ
れ
て
満
三
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
こ
の
聞
に
す
で
に
百
万
人
あ

ま
り
の
農
業
者
の
方
々
が
加
入
し
て

お
り
ま
す
。
す
で
に
年
金
に
加
入
し

て
い
る
方
々
は
、
老
後
の
保
障
が
約

束
さ
れ
、
安
心
し
て
農
業
経
営
に
い

そ
し
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す。
し
か
し
、
年
金
に
加
入
す
る
資
格

が
あ
る
人
で
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い

方
も
多
数
い
る
・:
と
い
う
こ
と
で
、

一
層
充
実
し
た
年
金
制
度
に
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
強
い
要
請
に
よ
り
、

前
国
会
に
お
い
て
制
度
の

一
部
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
十
年
一
月

一

日
か
ら
一
一
層
魅
力
あ
る
年
金
制
度
と

な
り
ま
す
。

改
正
の
要
旨
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す。
-
給
付
額
が
口
倍
に
引
き
上
げ

経
営
移
譲
年
金
お
よ
び
農
業
者
老

令
年
金
の
舗
が
二

・
二
倍
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
た
と
、
え

ば
、
保
険
料
納
付
期
聞
が
五
年
で
、

経
営
移
譲
年
金
を
も
ら
え
る
人
の
年

金
額
は
、
月
額
八
千
円
か
ら
一
万
七 

千
六
百
円
に
、

二
十
年
の
場
合
は

一

万
六
千
円
か
ら
三
万
五
千
二
百
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

年
金
保
険
料
は
月
額 
1
千 
6
百
日
円

保
険
料
も
二

・
二
倍
に
引
き
上
げ

-
M

avら
れ
、
月
額
七
百
五
十
円
か
ら
一
千
六

百
五
十
同
に
な
り
ま
す
。

r

-
物
価
ス
ラ
イ
ド
で
年
金
額
も
ふ
え
る

経
済
変
動
に
と
も
な
い
、
そ
の
後

の
消
費
者
物
価
指
数
が
前
年
と
対
比

し
て
瓦
軒
を
こ
え
る
変
動
が
あ
れ
ば
、

年
金
額
は
自
動
的
に
改
定
さ
れ
、
そ

の
結
果
、
経
済
変
動
に
よ
る
年
金
額

の
実
質
的
価
値
の
減
少
が
防
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
リ
ま
す
。

に
改
善
さ
れ
た
国
庫
補
助
率

牒
業
者
年
金
に
対
す
る
国
康
助
成


は
他
の
公
的
年
金
(
国
民
年
金
、
厚


生
年
金
な
ど
)
と
比
べ
て
最
も
高
く
、


助
成
事
は
約
四
十
三
軒
に
引
き
上
げ


ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。


-
出
稼
ぎ
者
に
対
す
る
優
偶
措
置

現
行
法
で
は
、
農
業
者
年
金
の
被

保
険
者
が
出
様
車
に
行

っ
た
場
合
は
、

厚
生
年
金
等
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
出
稼
ぎ
期
間
中
は
農
業
者
年

金
の
資
格
は
な
く
な
り
、
出
様
ぎ
を

く
り
返
す
事
}
と
に
よ
り
必
要
な
保
険

料
納
付
期
間
を
満
た
す
、
」
と
が
出
来

な
く
な
っ
た
結
果
、

年
金
を
も
ら
、
え

な
く
な
る
人
が
出
る
可
能
性
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
れ
が
改
正
法
で
は
、
出
稼
さ
期

間
中
の
厚
生
年
金
等
の
期
間
を
農
業

者
年
金
の
被
保
険
者
期
間
と
し
て
算

定
す
る
こ
と
に
な
り
、
年
金
の
受
給

権
資
格
が
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
リ
ま

す。av離
農
給
付
金
の
引
き
上
げ

年
金
給
付
水
準
の
引
き
上
げ
に
と

も
な
い
、
離
農
給
付
金
も
二

・
二
倍

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

(
支
給
額

三
十
五
万
円
が
七
十
七
万
円
に
、
十

五
万
円
が
三
十
三
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。)

-
そ
の
他
の
改
正

・
保
険
料
の
引
き
上
げ
に
と
も
な

い
、
脱
退

一
時
金
お
よ
び
死
亡
一

時
金
の
額
が
二

・
二
倍
に
引
き
上

げ
ム
れ
ま
す
。

-
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
、
前

納
割
引
制
の
措
置
が
と
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

-
保
険
料
を
徴
収
す
る
権
利
が
時

効
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
い
る
期
間

を
有
す
る

一
定
の
者
の
年
金
受
給

資
格
を
確
保
す
る
た
め
、
こ
の
期

聞
の
保
険
料
が
納
付
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

以
上
が
改
正
の
主
な
も
の
で
す
が
、

年
金
は
加
入
し
て
い
る
期
間
が
長
け

れ
ば
長
い
ほ
ど
有
利
で
す
し
、
ま
た

早
い
時
期
に
加
入
し
て
い
な
い
と
年

金
が
も
ら
え
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ま
だ
加
入
し
て
い
な

い
方
は
す
ぐ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
い
こ
と
は
農
協
ま
た
は
農

業
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
そ
な
え

本
果
樹
園
近
代
化
作
業
道

の
維
持
、
管
理
に
万
全
を

近
年
、
果
樹
園
泣
代
化
作
業
道

(
悶
内
道
)は
良
家
の
経
営
改
普
、
ム
口

瑚
化
の
意
欲
の
向
上
に
よ
り
、
そ
の

延
長
が
昭
和
四
十
七
年
度
に
は
二
千

五
百
灯
、
昭
和
四
十
八
年
度
に
は
一二

千
九
百
灯
、
計
六
千
四
百
幻
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
そ
う
と

う
延
長
が
の
び
る
予
定
で
す
。

こ
の
閣
内
遊
は
、
急
傾
斜
地
の
果

樹
闘
に
設
宣
さ
れ
る

一
μ
前
後
の
作

業
道
で
あ
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
、

果
樹
栽
培
の
合
理
化
を
目
的
と
し
て

い
る
も
の
で
す
。
し
た
が

っ
で
、
急

傾
斜
地
に
設
歯
さ
れ
て
い
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
今
後
台
風
シ
ー

ズ
ン
を
む
か
、
ぇ
、
災
山
川
口
の
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
路
面
の

保
議
、
と
く
に
排
水
に
は
じ
ゅ
う
ぶ

ん
注
意
す
る
な
ど
、
維
持
、
管
理
に

万
全
を
糊
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
昭
相
山
1

九
年
皮
に
施
行

す
る
方
に
つ
い
て
も
、
闘
の
状
態
を

よ
く
は
撮
し
て
、
維
持
、
管
瑚
の
で

き
る
よ
う
な
計
画
を
し
て
く
だ
さ
い
。

産
業
課

老
人
セ
カ
ン
ド
ホ 

ム

保
整
事
業
が
実
施

こ
の
事
業
は
、
老
人
ホ 

ム
を

第
二
の
す
ま
い
と
し
て
希
望
に
応

じ
短
期
間
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

老
人
ホ
|
ム
に
つ
い
て
の
理
解
と

関
心
を
深
め
、
老
後
の
生
き
が
い

を
た
か
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す

保
養
の
期
間
は
、
八
月
か
ら
十

一
月
ま
で
の
四
か
月
間
で
、
保
獲

の
た
め
の
経
費
は
無
料
と
な

っ
て

い
ま
す

な
お
、
入
所
希
望
者
は
町
役
場
一

住
民
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

一

く
だ
さ
い
。 

~ 

l l

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
農業者年金制度が一部改正
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昭和49年度.町税 7月分の納期が過ぎ

T31T I
f
f

ました 。 未納の方は早急に納入してくだ

きし、。

-r 
督 促 状 が 出 ま す と 司 督 促 手 数 料 の ほ か

延滞金などの余分なお金が徴収されます

カ益ら， このI祭 lt ニキ内ゲコてくださし、。

，個人事業税もお忘れのないよう

第 1期分の納期は 8月31日

個人事業税第�  1期分の納期は 8月31日

ですから.ぉ;忘れのないよう納期内に納

めてください o

-
-
?
2
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l
?
?
t
T
-
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納 付 場 所 は ， も よ り の 銀 行 ， 郵 便 局 ま

たは財務事務所となっていますが.確実

で便利 な口座振管制度をぜひご利用くだ

さ L、。

なお， く 1っしくはfI~-;r~ヰ孟手~戸斤または宝良

Ft-

行でおたづねください。

徳島財務事務所�  

~ 8月15日正午には黙とうをグ

例年行われております全回戦没者慰霊

祭が東京都において執行されます。� 

15日には半1tを か か げ ， 正 午 に は そ の.il

場で 1分間黙と う を さ さ げ ま し ょ う 。

住民福祉課

水
害
時
の
衛
生
は

こ
う
し
て

』
�
 

台
風
や
豪
雨
な
ど
で
水
害
を
受
け

た
地
域
は
し
ば
し
ば
赤
痢
な
ど
の
伝

染
病
が
発
生
し
が
ち
な
の
で
、
と
く

に
術
生
に
注
意
し
て
病
気
に
か
か
ら

~
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

食
べ
も
の

生
水
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
、
生
も

の
は
さ
け
て
煮
焼
き
し
た
も
の
を
食

べ
て
く
だ
さ
い
。

手
洗
い
の
励
行

用
組
後
、
汚
物
の
取
り
扱
い
後
、

食
事
の
調
理
前
、

食
事
の
前
、
外
出

か
ら
帰
っ
た
と
き
な
ど
は
、
必
ず
石

け
ん
と
流
水
で
手
を
洗
う
よ
う
に
し

』
�
 

て
く
だ
さ
い
。

家
屋
内
の
消
毒

・
床
下
は
風
通
し
を
よ
く
し
、
石

灰
等
を
ま
き
乾
燥
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
床
上
ま
で
浸
水
し
た
と
き
は

ク
レ
ゾ
ー
ル
水
で
床
や
壁
な
ど
よ

ご
れ
た
箇
所
を
よ
く
ふ
い
て
く
だ

さ
い
。
 

-
便
所
は
ク
レ
ゾ
ー
ル
水
な
ど
で


ふ
き
便
池
に
は
石
灰
乳
ク
ロ
ー
ル


石
灰
水
を
投
入
し
て
く
だ
さ
い

0


・
調
理
場
内
の
床
や
壁
、
よ
ご
れ


た
家
具
な
ど
は
逆
性
石
け
ん
液
で


ふ
い
て
く
だ
さ
い
。
 

-
水
害
後
は
時
間
を
み
つ
け
て
ぬ


れ
た
も
の
は
日
光
に
あ
て
て
乾
か


し
、
じ
め
じ
め
し
た
家
の
中
な
と


迷
惑
し
ま
す
。
お
互
い
に
さ
�
 
し

て

一

も
陽
あ
た
り
や
風
通
し
を
よ
く
し

て
早
く
乾
か
し
ま
し
ょ
う
。

U

r
h
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そ
の
処
理
に
し
て
も
、
多
削
の
賀

川
を
裂
し
、
環
境
、
似
他
間
色
に
と
、

わ
た
し
た
ち
の
町
を
美
し
く
す
る
た
・

め
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
く
ら
費
用
を
要

し
て
も
、
み
る
さ
ん
�
 

z

人
ひ
と
り
が

プ
ミ
処
理
に
理
解
と
認
識
を
も

っ
て

い
た
た
か
な
け
れ
ば
解
決
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
の
な
お

一一
胞
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
向
上
と
と

も
に
、
ち
か
ご
ろ
食
料
品
の
容
器
や

台
所
用
品
る
ど
使
い
捨
て
を
み
こ
ん

だ
商
品
が
数
多
く
出
ま
わ

っ
て

い
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
物
品
の
使
用
は

一

山
て
は
、
わ
た
し
た
ち

の
生
活
を
便

利
で
文
化
的
る
も
の
に
し
て

い
ま
す

が
以
而
わ
た
し
た
ち
自
身
て
は
と

う
て
い
処
理
で
き
な
い
ほ
ど
ゴ
ミ
を

生
じ
さ
せ
る
原
因
に
な
り
、
増
加
の
�
 

-
途
を
た
ど

っ
て
お
り
ま
す
の

ゴ
ミ
は

決
め
ら
れ
た
目
、
場
所
に

コ

ミ

は

定

ま

っ
た
円
、
場
所
に
一

紙
く
ず
な
と
は

家
庭
で
処
理
を

ゴ
ミ
の
収
集
作
業
は
、
他
の
作
業

と
ち
が
っ
て
多
く
の
叫
川
と
%
力
の

い
る
大
変
な
作
業
で
す
の
で
、
コ
ミ

ヰ
」
山
す
と
き
に
ち
ょ

っ
と
心
づ
か
い

を
し
て
い
た
だ
き
、
ゴ
ミ
の
減
量
、

収
集
能
力
の
倍
加
に
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

た
と
、
え
ば
、
山
新
聞
、
包
装
紙
等

の
紙
く
ず
な
ど
間
…
早
急
ゴ
ミ
は

で
き

m

る
だ
け
家
庭
て
処
�
 し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
台
所
か
ら
山
山
る
生
ゴ
ミ
は

水
分
を
よ
く
切
っ
て
か
ら
袋
に
入
れ
、

ヒ
モ
で
し

っ
か
り
と
と
め
て
く
だ
さ
�
 

山
し
て
く
だ
さ
い
。
ゴ
ミ
収
集
所
は
、
九

ゴ
ミ
収
集
市
に
引
き
波
す
た
め
の
一
小

時
留
め
世
く
た
め
の
も

の

で

す

。

十

山
す
�
 、
時
川
を
守
ら
な

い

と

町

~

H

の
美
観
を
そ
こ
な
う
だ
け
で
な
く
、
九

一
忠
川
人
、
う
じ
虫
な
と
の
発
生
源
に
な
干

り
ま
す
。

一

ま
た
、
袋
の

日
を
と
め
な
か

っ
た

九

り
し
て
ゴ
ミ
を
出
す
と
犬
や

ネ

コ

に

(

あ
ら
さ
れ
、
不
衛
生
に
る
リ
、
し
か
ザ

も
収
集
能
力
を
低
下
さ
せ
た
う
、
之
、
~

収
集
場
所
付
近
の
家
で
は
た
い
へ
ん
九

迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
一
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処
刑
は

ぃ事生 い指<iZJ~; に八れ
。業ず 4砂 よ 定 .
者ーるifI~う 士j寺干Ez
に廃業に所三E

よ 染院 し 以の
勺 物司王て外日
、 牧lくに�  H寺

リます o 戸
�
 B
I
T
t

oI，l(っさのホーにC+'な食品の{米イI一則II¥J t.:.を ，i.
て
3
7
2
1
「
�
 

し ますから参Jうにし てくだ さし、 。

必Lに戸「だはを�  

7J 

5
-
2
1
FI

アご、か てえ

Z

L
S
F
E
E
T

引
い
ま
す
。 くはJlj� 

1;週間以下 = ウサギ肉 ・ トリ� l勾
さ各ら な

f't!つ!ドさ絶厳.冷蔵(2-1OOC)保有したときの
しいさ長い刈守
てて活。にの

保存期間 f~ う

I~J 主目� ブタ肉・(-'1'I央l 
1か月以下�  = 子学内 ・牛肉�  

-

1:i!'<!tHJJTF キ ュ ウ リ・ソラ V r 

出f 3ι

介
は
翌
日

)
で
す
。 H

 (

守

っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
げ
な
ら
な

よ
も
つこ

れ
ら
の
こ
と
に

勺
い
て
、
必
ず

ご
協
力
を
お
聞
い
し
ま
す

ο

い
こ
と
は
っ
き
の
と
お
り
で
す
の
で
、

-
l
z
F
t冷蔵庫は万能ではありません� i
 p--
T
E
z
p安保存期間に注意を� 
t
a
 r

i令 蔵!車に食品を入れておけばい つまで T

E
r
s

a
I
S
E
r
g
i
p
-
-
τ

保存其1I1i，iJが あ こ の� ltl¥I~\ J を 1f!J. きると t;r

て おい ても ， いたむ;~~ ~ Lカ、わ

一一:?
一
�
 

li

も大丈夫:だと思 って いる人カず多いようで

す 。 と ころが，食品じはそれぞ H 泌1;"，な
よ
�
 

J

-
ゴ
ミ
の
収
集
は

マ
似
週
土
附
け
に
�
 

マ
当
日

の
午，
川
8
時
ま
で
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
毎
月
第
�
 
叫

-
H

雨
天
の
場

-
ガ
ラ
ス
、
ビ
ン
の
収
集
は

袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

に
い
れ
て
指
定
の
場
，
叶
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
指
定
日
以
外
の
日
に
は
持
参
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
収
集
袋
は
町
指
定
の
ビ
ニ
ー
ル

マ
ビ
ニ
ー
ル
袋
の

て
く
だ
さ
い
。

U
は
固
く
締
め

トマト ・十ス ・スイカ

3 日 以下L，時� 

且II¥J- 1か� )J=メロン�  

県; 実 1 - 2 か)~ オリ ーブ ・ ブドウ 

2-6か月 = レ モ ン �  

牛乳 241時間� = 午才L 

乳製品 2-4か月=))日制rコ/テンス ミル ク� 

.冷;東食品の保存期間(ー1BOC以下)� 

J'|土ブ タ勾 ・lか 月 = ウサギ4 - 6
J'I 世血� =羊ミ扶ーーコン

6-12か月
r

・ トリ !士j

聖子「 ヨ定� 6-12か月 = 野菜�  

J:

4 - 6か月/$. 

6-12か月=*).f・イチゴ弘じ 実� 

手L 4 - 6か� )J= アイスクリ--t. 

手L 堅~ 1~1 JJU宇9Jiクリ L、

、
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
カ
ラ
ス
以
外
�
 (金
具
類
)
は
置

か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
必
ず
用
保
�
 (雨
に
も
破
れ
な
い

も
の
。
)
に
い

れ
て
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

住
民
悩
祉
課
�
 

戸、¥

一
て
し
ま
い
ま
す
。
汗
を
か
く
と
い
�
 
7

{
こ
と
は
、
排
尿
作
用
と
同
じ
こ
と
も

一
の
で
す
。
汗
を
か
く
こ
と
に
よ

っ
て

…
体
内
の
老
廃
物
を
排
出
し
、

血
液
を

{
き
れ
い
に
す
る
働
き
を
も

っ
て

い
る

官
�
 

刊
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
健
康
の
た
め

叩
に
は
も
ち
ろ
ん
美
容
の
た
め
に
も
、

~
大
い
に
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。
 

-
2
5
F
1
5
7

~
上
で
な
に
か
変
っ
た
こ
と
に
心
当
り

{

は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
お
か
し
い

な
と

(

思

っ
た
ら
す
ぐ
医
師
の
診
断
を
受
け

一
て
み
ま
し
ょ
う
。

引
な
り
が
ち
で
す
が
、
ふ
だ
ん
の
生
活

暑
さ
に
よ
る
疲
労
で
食
欲
不
振
と

h
 a
'

吋
ス
イ
ソ
チ
を
必
ず

一
時
間
以
内
に
セ

九

ツ

卜
し
て
お
休
み
く
だ
さ
い
。
ま
た

一

風
は
直
接
は
だ
に
ふ
れ
な

い
よ
う
に
、

吋

お
部
屋
の
空
気
を
動
か
す
程
度
に
か
�
 

~

け
ま
し
ょ
う
。

ザ
て
か
け
る
扇
風
機
で
す
が
、
タ
イ
ム

h

A

'

夜、

寝
し
な
に
ち
ょ

っ
と
と
思

つ

叩
て
は
、
人
聞
の
生
理
機
能
が
停
止
し

同
の
き
い
た
涼
し
い
と
こ
ろ
ば
か
り
い

v

汗
が
で
る
か
ら
と
い

っ
て
ク
ー
ラ
ー

九
い
ま
す
。
じ
っ
と
す
わ
っ
て

い
る
だ

ム
け
で
も
ジ
ワ
ジ
ワ
に
じ
み
出
て
く
る

小
汗
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん

…

ろ

は

不

一

時

数

を
一川め

て

P

…
/

弓，、

ト
わ

J
 

~~
 
F
LU

~
ア

川

-
;

J
ζ

九ト

〈

�

 D

尽
さ
」

の
こ
と
だ

っ
�
 

一
?
一
、

か
「

ぇ
ぺ
し
よ

・

う
カ
�
 

べ、
l
 

d

l
 

の
:・
と
い
う
り
は
7
 

A
f
H

-
a'・
川
沿
多
ハ
仙

の
こ
の
ご

に
山
い
し
て
し
士
、
�
 
7
ニ
白
、
一

l

i

ろ

の

ぎ

で

す
ω

l
 

「瓜
引
き
」
の
こ
と
で
し
た

'

廃
棄
物
は
、
で
き
る
だ
け
自
家

。(焼
却
、
埋
め
る
)
し
て
く
だ

マ
当
日
の
午
前
8
時
ま
で
に
、
袋

マ
指
定
日
以
外
の
日
は
持
参
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
の

マ
当
日
の
�
 1山
8
時
以
降
は
凶
収

で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
出
か
る
い
よ

ふ
�
 

い
う
ま
い
と
思
え
ど

o
 

fJ

o
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こ
の
よ
う
な
こ
と
は
た
し
か
に

差
別
解
消
へ
の
一
つ
の
前
進
に
は
ち

一
般
に
あ
る
法
別
的
偏
見
な

の

で

す

。

生

れ

て

す

ぐ

郎

必

差
別
を
知
る
こ

一

一
〈
事
例
〉

で
間
組
な
の
は
、
社
会

-

ち

に
汚
染
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

【 

5
】

;えるー;
 :;:;
 同和:問題:を:考
 

が
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
と
い

ら
ぜ
、
そ
ん
な
も
の
が
出
て

く

る

ど

も
は
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
し
だ
い
一

っ
て
差
別
が
蛙
く
な

っ
た
と
い
う
あ

一
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
過
去
の
に
年
が
い
く
に
つ
れ
て
、
い
ろ
ん
な

一

現
代
の
人
の
心
に
宿

る
差
別
は
多
種
多
様
で
、

人
そ
れ
ぞ
れ
に
顔
か
た

ち
の
ち
が
う
よ
う
に
ち

が
っ
た
も
の
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
身
分
に

上
下
が
あ
る
と
思

っ
た

り
、
部
落
の
人
は
け
が

れ
が
多
い
と
思
っ
た
り

し
て
い
る
よ
う
な
は
な

は
だ
し
い
時
代
の
ず
れ

方
を
し
た
人
は
、
ま
ず

な
い
も
の
と
思
い
ま
す

が
、
全
く
な
い
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
人
種
が
ち

が
う
と
か
、
こ
わ
い
と

か
、
悪
い
こ
と
を
よ
く

す
る
と
か
思
っ
て
い
る

人
は
、
今
の
世
に
も
案

外
に
多
い
の
で
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た

「
と
に
か
く
ち
が
う
」

と
か
「
皆
が
そ
う
で
あ

る
か
ら
」
と
い
う
よ
な
、

わ
け
の
な
い
ま
ま
の
差

別
も
相
当
に
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

更
に
、
自
分
が
も
っ
て
い
る
差
別

に
気
づ
か
な
い
で
、
自
分
に
は
も
う

差
別
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
入
も
か

な
り
あ
る
も
の
と
恩
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
子
細
に
見
て
ゆ
け
ば
、
そ
れ
は

全
く
千
差
万
別
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち

が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
差

別
が
多
様
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

同
時
に
差
別
が
細
分
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

こ
う
し
て
見
て
き
ま
す
と
現
犯
の

差
別
と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
、

そ
れ
は
ま
こ
と
に
つ
か
ま
え
ど
こ
ろ

の
な
い
ぱ
く
然
と
し
た
も
の
で
あ
る
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
日
常
世
の
中
で
お
き
て
い
る

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
ら
の
う
ち
で
、

ど
れ
が
差
別
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

を
は
っ
き
り
見
分
け
る
の
は
か
な
り

む
ず
か
し
い
こ
と
と
な

っ
て
い
る
よ

う
に
忠
わ
れ
ま
す
。
し
た
が

っ
て

現
作
の
差
別
は
、
自
分
で
は
何
で
も

な
い
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
し
て
い

る
つ
も
り
が
、
実
は
重
大
な
差
別
行

4
U

為
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
珍

し
い
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
あ
り
ま

す。

-〈
事
例
・ 

-
』
シ
」 

か
し
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
差

別
は
差
別
す
る
側
が
ど
う
で
あ
る
と

一

い
う
こ
と
よ
り
も
、
差
別
さ
れ
る
側

が
い
か
に
、
っ
け
と
る
か
と
い
、 
7
こ
と

一
人
び
と
の
意
識
の
中
に
、
部
落
は
悪
そ
う
い
う
社
会
全
体
の
差
別
観
念

に
よ
っ
て
そ
の
軽
量
が
決
ま
る
と
思

一
い
も
の
、
低
い
も
の
と
い
う
観
念
が
に
支
配
さ
れ
て
、
個
人

・
個
人
の
差

一

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
差
別
と
こ
れ
を

別
も
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
の
で
す
。

こ
れ
が
社
会
意
識
と
し
て
定
お
し
、
わ
た
し
た
ち
は
こ
う
い
う
ま
ち
が
一

う
け
と
る
最
と
は
算
術
で
計
算
で
き

一
や
が
て
部
必
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
を
打
ち
破
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

一

る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

差
別
が
半
分
に
な
っ
た
か
ら
う
け
と

る
側
も
半
分
に
な
る
と
い
う
よ
う
な

も
の
で
な
く
、
そ
の
時
の
情
勢
に
よ

っ
て
は
倍
加
し
て
う
け
と
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
も
考
、
え
ら
れ
ま
す
。
現
に

そ
の
差
別
が
は
く
然
と
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
公
づ
い
か
な
い
ま
ま
の

小

山

喜

三
犬

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
た
と
え
零
細
な

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
絶
、
え
ず

精
神
的
、
物
質
的
る
苦
痛
と
な
っ
て

確
実
に
部
務
に
は
ね
か
え

っ
て
お
り

時
に
は
尊
い
人
命
を
失
う
こ
と
さ
え

あ
り
ま
す
。 

一
歴
史
の
中
で

「
部
活
は
低
い
も

の
」
形
で
誤
っ
て
知
、
り
さ
れ
て
い
く
か
ら

一
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
な
の
で
す
。

一
育

っ
て
い
る
の
で
す
。

一
い
人
ま
で
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ら
な
い
の
で
す
。

差
別
は
う
す
ら
い
だ
、
差
別
は
も
う

こ
と
か
。
え
た
い
の
知
れ
ぬ
現
代
の

な

い

と

、
と
か
く
軽
易
に
考
、
予
り

差
別
を
ま
こ
と
に
的
確
に
と
ら
え
て

れ
よ
い
現
在
の
差
別
を
も
う

一
度
考

い
る
と
思
い
ま
す
。

え
直
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
と
私
は

徳
山
県
社
会
同
和
教
育
指
導
民

思
う
の
で
す
。

あ
る
私
の
知
人
は
「
差
別
と
は
不
利

謀
ド
例
は
町
で
川
向
山
叫
し
に
む

の
で

ず

益
」で
あ
る
と
言
い
宅
す
。
解
放
同
胞

の
朝
田
委
只
口
氏
は
「
部
必
に
日
常
生
起

す
る
こ
と
で
、
部
沼
に
と
っ
て
部
落

民
に
と
っ
て
不
利
益
な
こ
と
は

一
切

差
別
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
、

多
少
意
味
の
違
い
は
あ
る
よ
う
で
あ

り
ま
す
が
、
両
者
と
も
、
差
別
を
不

利
益
と
い
う
同
じ
言
葉
で
と
ら
え
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
本
は
注
目
し

た
い
の
で
す
。
部
落
や
部
孫
民
に
お

し
よ
せ
て
来
る
差
別
は
い
ろ
い
ろ
さ

野
馨
の
紅
が
染
む
指
タ
支
度

ま
ざ
ま
、
そ
の
大
小
や
姿
か
た
ち
は

与
川
内

水

口

春

女

異
な
れ
ど
も
、
た
だ

一
様
に
ま
ち
が

う
な
だ
れ
て
雨
の
紫
陽
花
彩
う
つ
る

い
な
く
そ
こ
に
残
し
て
い
っ
た
も
の

沼

江

大

岡

初

音

は
不
利
益
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

そ

千
枚
の
青
田
に
背
い
風
生
ま
る

の
残
し
て
ゆ
く
不
利
益
の
何
と
多
い

生

名

丸

山

香
月

〉

:
J

同
和
地
区
外
の
こ
ど
も

が
何
か
地
区
の
こ
ど
も
で
あ
る
と
す
る
と

一
悪
い
こ
と
を
し
た
場
合
、
世
間
の
人
「
や

っ
ぱ
り
部
落
の
子
は
悪
い
」
と
い
一

一
は
、
ま
ず
「
あ
の
子
に
か
ぎ
っ
て
:
・」
つ
よ
う
に
、
そ
の
子
だ
け
の
問
題
で
一

一
と
い
う
よ
う
に
同
情
的
で
あ
り
、
惑
す
ま
な
い
で
、
す
べ
て
同
和
地
区
の
一

一
い
こ
と
を
し
た
こ
と
が
は

っ
き
り

し

子

は

悪

い

:

・
と
い
う
よ
う
に
、
大
一

一
た
後
に
は
批
判
の
眼
は
、
も
っ
ぱ
ら
き
く
拡
大
さ
れ
て
い
く
危
険
が
あ
り
一

一
そ
の
こ
ど
も
個
人
に
向
け
ら
れ
ま
す
。

ま
す
。

一

と
こ
ろ
が
、
も
し
そ
の
子
が
同
和

一 
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MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
同和問題を考える
差別について

MUS04
テキストボックス
わたしの作品



V

(7) 第50号 IJ ザフ つ ら 昭和49年 8月 1日込

県
果
樹
試
験
場

V

VV

み
か
ん
産
業
を
と
り
ま
く
情
況
の

最
悪
の
昨
今
、
第
十
二
因
果
樹
生
産

者
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
識
が
六
月

十
二 
1
十
三
日
の
両
日
松
山
市
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
人
員

は
四
十
三
名
、
勝
浦
か
ら
は
わ
た
し

が
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
今
回
広
報
の
紙
上
を
お
か
り
し

て
み
な
さ
ん
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。こ

の
会
議
は
、
中
園
、
四
国
の
果

樹
生
産
者
と
そ
れ
に
た
ず
き
わ
る
関

係
機
関
の
代
表
者
が

一
堂
に
会
し
て
、

当
面
す
る
果
樹
の
問
題
点
と
将
来
の

果
樹
生
産
の
進
む
べ
く
方
向
等
に
つ

い
て
協
議
す
る
年
一
回
の
会
議
で
、


各
県
持
ち
回
り
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て


い
ま
す
。


日
程
と
し
て
は 

.
第

一
日
目
現
地
視
察

松
山
市
平
田
地
区
の
伊
予
柑
産

地
と
高
接
更
新
圏 

-
第
二
日
目
研
究
討
議

産
地
批
判

討
議 

(四
十
九
年
度
生
産
対
策

と
果
樹
股
業
の
基
本
方
向 
)

第

一
日
自
の
産
地
視
察
の
平
田
地

区

(温
泉
青
果
管
内 
)
は
、
宮
内
伊

予
柑
発
祥
の
地
で
、
会
柑
橘
の
総
面

積
は
八
十
じ川

四
十
七
年
度
の
面
積

地
率
は
早
生
十
六
灯
、
普
通
四
十
六

訂

伊

予

柑

三
十
六
七
、
そ
の
他
二

山れ
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
五
年
後
の

史
料
目
標
と
し
て
早
生
十
六
灯
、
普

通
二
十
灯
、
伊
予
柑
六
十
二
灯
、
そ

の
他
こ
れ
の
構
成
比
に
目
標
を
お
い

た
が
、
四
十
七
年
度
か
ら
四
十
九
年

度
に
か
け
て
高
桜
更
新
(
大
半
は
温

州
中
間
台
と
し
て
宮
内
伊
予
柑
)
を

一
戸
平
均
五
十
万
八
を
実
施
し
、
五
年

を
待
た
ず
し
て
目
標
以
上
の
実
柏
が

あ
が
り
、
全
柑
橘
中
七
十
三
れ
の
伊

予
柑
産
地
と
な
り
ま
し
た
。
し
た
が

って、

二
戸
当
り
の
平
均
所
得
は
二

百
七
十
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
愛
媛
県
果
樹
試
験
場
視

察
に
つ
い
て
は
、
温
州
み
か
ん
低
迷

の
お
り
、
海
外
か
ら
の
柑
橘
導
入
品

種
二
百一
ニ
十
種
お
よ
び
圏
内
新
品
種

の
適
応
試
験
に
よ
り
、
愛
娘
の
気
候
、

風
土
に
越
し
た
温
州
以
上
の
品
質
を

F¥  

と
、
収
譜
時
、
販
売
時
に
お
い
て
温

州
み
か
ん
と
競
合
し
な
い
品
種
の
探

索
を
強
力
に
進
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
の
果
樹
栽
培
者
と
研

究
同
志
会
の
強
い
要
望
に
よ
り
、
新

品
種
開
発
セ
ン
タ
ー
を
設
置
、
数
億

円
を
投
じ
て
三
九
日
、あ
ま
り
の
土
地
を

開
拓
し
、
植
付
け
て
お
り
ま
す
。

第
二
日
自
の
研
究
討
議
は
、
前
日

の
視
察
地
、
平
岡
地
区
の
産
地
批
判

を
前
年
度
開
催
県
の
山
口
県
が
代
表

で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、

同
基
盤
笠
備
に
問
題
点
が
あ
る
。

同
樹
勢
が
弱
い
。

目
的
内
定
が
あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
。

回
推
木
に
対
し
て
母
樹
の
指
定
が
で

き
て
い
な
い
。

こ
の
中
で
口
に
つ
い
て
は
、
急
傾

お
誕
生
お
め
で
と
う

斜
の
た
め
、
肥
料
成
分
の
流
亡
と
産
地

全
体
が
西
山
き
で
あ
る
。
白
に
つ
い

て
は
、
現
在
は
伊
予
柑
の
値
が
高
く
、 

稲

岡

稔

(ヘ
当
り
百
三
十
四
円 
)
全
国
的
に

石
木
正

一

収
査
が
少
な
い
た
め
、
品
質
が
問
題

大

西

茂

に
さ
れ
て
い
な
い
。
闘
に
つ
い
て
は
、

目
下
敏
夫


穂
木
が
白
分
の
闘
に
あ
る
の
で
す
ぐ

下
高

一
一男




間
に
あ
う
。
1

以
上
の
よ
う
な
釈
明

森

茂

樹


か
さ
れ
ま
し
た
。

神

谷

健


四
十
九
年
度
の
生
産
対
策
と
果
樹


農
業
の
基
本
方
向
と
し
て
、


ま
ず
、
生
産
対
策
に

つ
い
て
各
県


の
情
勢
報
告
が
さ
れ
、
共
通
問
題
と

お
く
や
み
申
し
ま
す


し
て
摘
果
剤
の
強
力
使
用
推
進
に
終


始
し
ま
し
た
。

長
凹

ワ
サ 

(
邸
才
)


果
樹
膝
業
の
基
本
方
向
に

つ
い
て

陽
地
ヲ
ト
ノ 

(
九
才 
)


は
不
適
地
内
減
反
、
ま
た
改
植
と
官
間

棚坂 三三三三 星

谷

口

義

光 

(
九
オ 
)


二 三 沼中生 野本渓模様渓谷

接
更
新
に
よ
る
生
産
調
務
と
加
工
面

議渓江角名

相
原
カ
ツ
ノ 

(
部
オ
)

の
消
費
拡
大
に
目
附
怖
が
お
か
れ
ま
し

登
家
タ 
7

ヨ
シ 
(
的
オ
)

長長長 二 長 三 長
女女女男女男女

由千  i羊敏其和小
利百

、美恵子幸子幸合

まゲコIi.

す 二 日今月
。寸ーヵ、 今

日らグ〉 月
か十老 ーの
ら1L人 盲 老101

二二 日J!ll~
十 ) 呂 は人
四は第
日

官風
にお回

24 
自 

変盆目 は日
更の  (
した ート

中
国
四
国
ブ
ロ

ツ
ク
会
議

に
参
加
し
て

国
清

栄
(
星
谷 
) 

た

最
後
に
大
会
決
識
と
し
て
、
昨
年

九
月
に
全
因
果
樹
生
産
者
大
会
に
お

い
て
決
議
さ
れ
た
果
樹
振
興
事
業
団

の
早
期
設
立
を
採
択
し
て
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

旧
道
に
丁
石
あ
り
て
苔
の
花

棚

野

太

田

正

平

竹
植
え
し
そ
の
夜
の
雨
の
点
目
静
か

生

名

竹

林

白

陽

初
松
魚
名
句

一
日開
舌
披

生

名

天

羽

百

歩

紫
陽
花
や
傾
く
ま
で
に
今
朝
の
雨

星

谷

勝

谷

容

城

紫
陽
花
の
大

一
川
崎
は
塀
の
外

掛

谷

斉

藤

重

子

紀
の
国
や
玉
葱
小
屋
の
点
々
と

掛

谷

山

丸

千

絵

夫
と
居
て
タ
銅
楽
し
ゃ
初
松
偽
…

掛

谷

駒

津

光

洋

銀
も
出
て
夕
立
水
を
渡
り
け
り

石

原

大

西

芳

粁

爪
赤
き
蟹
の
庭
這
う
漁
師
町

沼

江

橋

谷

里

曙

竹
植
え
ば
そ
こ
か
ら
風
の
生
れ
け
り

沼

江

紺

堂

喜

堂

よ
く
育
つ
玉
葱
ほ
め
て
人
通
る

沼

江

中

田

静

笑

そ
こ
こ
、
に
鐙
走
り
出
す
浜
の
宿

沼

江

小

笠

五

月

蟹
売
り
女
温
泉
城
の
崎
朝
の
町

沼

江

小

笠

未

成

ダ
リ
ヤ
活
く
床
に
目
を
む
く
不
倒
翁

横

瀬

様

勢

銀

昼

出
詠
は
毎
月
点
目
ま
で

に

送
リ
先

勝

浦

町

一ご 三
渓 勺

ハ

ず
キ
で

稼
抽
背
広
夫 

{脚
げ
さ

町
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す ま
。で

戸、


次
回
は
旬
歌、

そ
の
次
は

川
柳
と
交
代

に
内

せ
ま
す
。
ふ
る
勺
て
ご
投
勺
下
さ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
果樹生産者
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万~そ上回るといわれ400今年のみかんの全国的な生産予想量は・・.
史上最高量が予想されています。この量産時代に打ち勝ってゆくに

はどうすればよいか。こんなことは今きら申し述べなくても、農家
のみなさんはとくと承知のはずです。農協でも「原料率を 20~~ 以内
に押え，� 2 S以下を受付しないことを原則とする」との強い方針で
進んでいます。

.…今からこれらに対処してゆくためには，摘果作業や病害虫!坊除が
主体となります� とくに摘果作業については「自主的に生産調整にo

おおいに協力しているのだ」との自覚のもとに思いきって実行しま

しょう。農業センタ においても ，7月1日から� 9月20日まで「人
力摘果推進期間」と定め，強力に抱導する方針であります。� 

Oダニ類� i -3回散布して ください。本; おいてください。
柑橘(第2回目;恨の伸長、

ガルエクロン水溶剤1，000: 病li果実が汚水に浸水したと� :柿 (果実肥大期)
夏芽伸長終期，果実肥大期)� 

倍液を散布してください。� き発病がひどいので，浸水のも� 

-摘果の励行 Oハマキムシ おそれのある畑では台風前に:
Oヘタムン フジコナカイガ

ラムシ .たんそ病，うどんこ

，1病には，上旬にサリチオン
1: 1...l-~I-I散布しておいてください6:む粉剤3中旬にデナポン前月に引きつづき最慢先して¥J 

行い，早生ではおそくても上旬 絞または水和剤� 800j青液を散: Oこくてん病‘カ イガラムシ� (
OOOj音液に卜� yプジン� M水和一� 

倍液を散布してくだ500，11)斉
類，ダニ類の三桟同時防除 ;布して くだきい。中に.普通温州は下旬までには

仕上げる目標て'行ってくだ示、 必要園

十万温州、|について� liとくに隔年� .

O早生のかっ色腐敗病

ダイホルタン 500倍;i&~ ~ ダイセン類にトーラッ J$L: 
さい。水稲(穂字期・出穂期)

結果性が強いため.40葉に� l果 剤� R∞1音液を散布してくださ; ・病害虫防除

の割としてください。
ぃ。 トーラ� 収種目11 0もんがれ病 ウンカ，ヨコI ? lir )45 

日以内は散布してはならない」; パイは、上旬にアソパ� yサ粉

誌を散布してください。41)斉慌用時;があるためlとの規制今
月
も
摘
果
を
最
優
先


去、次の表を参照してくだ� i 

，当10H，;( 間?を描健闘� 
彊楠世� 

1の件哩年初Hiに
8月ド旬l4 -5.51 11棋に砧れる眠脆

ヘアリー� 
9月中旬ヘ，ー$� 多い付属性よれい� 

まめ円、翌年初夏8H下旬
レ/γ 

犬、に仙/，ムI!:に下� 3-4 I 
9H干市j

-病害虫防除 

Oこくてん病

ジマンダイセンまたはエム

ダイファーの� 800倍液を散布

してください。カブレの心配

な人� liダイセン� 400倍液を健

用して〈ださい。

本病は50%1以上の降雨が

*
早
生
温
州
は
上
旬
中
、

普
通
温
州
は
下
旬
ま
で
に
仕
上
げ
を

期に注意してください。� o二化メイチュウ，ウンカ，

・緑肥および草生栽培周種子 ! ヨコバイ ，いもち病には出穂

《の矯種 前にキタセゾト� P20粉剤� 4匁

を散布してください。
「草生栽培本来の精神」をよ� ;

、� O白はがれ病にはサンケル粉
〈理解したうえで レンゲ‘へ:

剤)4誌を台風前後に散布して
アリーベッ千等の矯極を行って:

ください。
くださいの� t 

J・穂肥の施用¥d あれば発病が非常に多くなり， なJ
J 出穂前25日ごろ，肥沃田は桂度の司令200薬剤散布後に

降雨があれば，薬剤効果が激

減するので再散布した方が望

ましいです。� 

Oサンホーゼカイガラムシ ，

コナカイガラムシ

中旬ごろにエルサン水初期1 

800j音液を散布してくださ� 

Oヤノ ネカイガラムシ その

さいハ� : 
NK化成� 2号を問，普通回� 

jでは� 7双施用してくだきい。� 

{ 出穂期は，� 6月12日田植の� 

!サチワタリで8月25日，日本� 

j暗で同月20日ごろです。品� 

-土壌管理 1 極により出穂期が異なリます

Oかん水 ので注意してくだきい。

干パツが続けば前月に引き: こんにゃく(イモ肥大期)
 

続き� 10日間隔てa行ってくださ Oはがれ病，ふli¥、病に� 4-

他雑カイガラム シ い。水量は20-30怖が適当 4式石灰ボルド 液，マイシ

ヒニフェー卜字国1) 1，5001音 です。� ン剤� 1，000j音1m用鋼水和斉1)， 

0排水路整備，集中豪悶，台 ' またはメルクデラン K水和市1
 
風等に備え，早めに整備して 500倍液を散布してください。

波を下旬から� 9月上旬に散布

してください。
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